
福制健康科学研究 ([4)087-092， 2019 

原著論文

A大学生の情報通信機器利用及び

インターネット依存の実態について

男女比較から-

中村雅子 1) 福井正康2) 杉山祥子3)

1 )福山平成大学福祉健康学部健康スポーツ科学科

2)福山平成大学 経営学部経営学科

3)関西福祉大学看護学部 看護学科

E-mail: masako@heisei-u.acjp 

【要旨】

本研究においては、 A大学生の情報機器利用やインターネッ ト依存の実態について、男

女聞の違いを明らかにすることを目的とし、 2017年 7月に A大学生(健康スポーツ系)

の男子148人、女子139人、計287人に対し、無記名自記式質問紙調査を実施した。

結果、 A大学の学生の情報通信機器の利用状況は、男女ともスマートフォンの利用が最

も高く、 利用時間も長い結果となった。男女聞の比較においては、ゲーム機の利用におい

て、利用状況や利用時間共に男子が有意に高い結果となった。最も利用の高かったスマー

トフォ ンについては、利用時間帯は「就寝前JI空き時間JIテレビを見ながらJI起床直

前」において、女子が有意に高い結果となった。利用目的は、男女聞に差は生じなかっ

た。

インターネッ ト依存については、性別比較の平均点においては、男子の平均点は、

36.82点、女子は40.99点であり、女子が有意に高い結果となった (pく0.001)。
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1 はじめに

現代社会はパソコンを中心とした情報通信機器の利用

が広範囲となってきている。1992年からは携帯電話が

普及し、端末がインターネットに接続が可能となって

からは、急速に普及している。近年は、特にスマート

フォンが普及しており、平成29年2月に内閣府が発表

した、「平成28年度青少年のインターネット利用環境実

態調査結果J1)から満10歳から 17歳までの青少年5000

名の内80.2%が何らか機器によりインターネットを利

用しており、そのうちスマート フォンは47.2%であっ

た。文、大学生においては、 2018年卒の大学生にマイ

ナピが調査した結果、スマートフォン保有率は98.8%

ほぼ、全員という結果であり 2)、中高生と比較しでも、

大学生におけるスマートフォンの保有率が高く、ほとん

どの者が保有しているという現状である。

文、男女比較においては、 H30総務省情報通信政策

研究所の行った fH29年情報通信メディアの利用時間

と情報行動に関する調査報告J3)において、インターネ

ット依存傾向者の割合が、男子4.1%、女子が4.2%と女

子が高かったが、 2017年に松嶋らが大学生に調査した

結果においてもスマート フォン依存傾向は女性の方が男

性より高い可能性があると報告している 4)。

このような利用状況の中、若者の心身への健康面での

障害や、「ネッ トいじめJf出会い系サイト」等の問題行

動、さらにインターネット依存者の増加など、様々な問

題が出現している。特に 1998年Young5)が報告したよ

うに、インターネットの急速な普及に伴うインターネッ

ト依存が問題となっている。インターネット依存の主

な症状として、 2008年Blockは、とらわれ(インターネ

ットのことが常に頭から離れない)、コントロール欠如

(やめようと思ってもやめられない)、離脱症状(イン

ターネットにアクセスできないと怒りやイライラ、抑う

つなどのネガティブな感情が生じる)、耐性(より優れ

たハードウエアやソフトウエア、より長時間の利用を求

める)、虚言(インターネットの過剰利用を隠すため嘘

そっく)等をあげている 6)。

A大学生は、スマート フォンはほぼ、全員が携行してお

り、授業時も調べ学習等に利用している。ただし利用マ

ナーが守れず、授業に集中できない学生も見られる。

本研究においては、 A大学生の情報機器利用やイ ンタ

ーネット依存の実態調査を実施し、男女について比較分

析を行うこととした。

2 目的

A大学生の情報機器利用やインターネット依存の実

態調査を男女別に比較し明らか』こする。

3 研究方法

(1)調査対象

A大学生(健康スポーツ系)の男子148人、女子139

人、計287人に対し、無記名自記式質問紙を依頼し、記

入後回収した。調査時期は、 2017年7月とした。

(2)調査内容

1 )情報通信機器の利用実態(パソ コン、ゲーム機、

スマート フォン、携帯電話、タブレット端末の利用状

況、利用目的)

2)インターネット依存傾向 (Youngのインターネット

依存傾向尺度20項目)

判定は、 70点以上(ネット依存傾向 高)40~69点

(ネット依存傾向 中) 29~39点(ネット依存傾向

低)の 3区分に分類して判定を行った。

(3)統計処理

統計ソフトは、 CollegeAnalysisを使用した。情報通

信機器の男女別利用実態についてはx2検定を行った。

その際、有意確率はP<0 .05~ * 、 Pく0.01;を **、 P<O . OOl

を料*とした。

(4)倫理的配慮

アンケート調査は、無記名で行い、記入者の同意を

得て行った。研究結果については、研究以外では利用

せず、研究終了時点で回収したアンケート は破棄する

ものとした。

4 結果

(1)情報通信機器の利用

1 )情報通信機器の利用率

回答した全ての大学生の情報通信機器の利用率に

ついて、男子で最も多かった回答は、スマート フォ

ン (93.9%) であり 、パソコン (54.7%)、ゲーム

機 (3l.8%)、タブレット端末(13.5%)、携幣電話

(10.1 %)であった。女子で最も多かった回答は、男

子と同じスマート フォン (90.7%)であり、パソコン

(62.6%)、携帯電話(11.5%にタブレット端末 (9.4

%)、ゲ←ム機 (8.6%)であった(図 1)。

性別と利用機器の各項目をx2検定を行ったところ、

男子にゲーム機利用の有意差がみられた(表 1)。
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図1 男女の情報通信機器別利用率

表 1 情報通信機器の利用率の男女比較

男子 女子 自由度 χ 2 p値

/~ Yコン 54.7怖 62.6% 1.5151 0.210 

ゲーム機 31.8% 8.6同 1 22.0739 0.000 

スマートフォン 93.9% 90.0% 0.6709 0.412 

携帯1l.t話 10.1% 11.5% 0.0342 0.853 

タブレッ ト端末 13.5拍 9.4% 0.8449 0.358 

2)情報通信機器の平日利用時間

平日のパソコン利用時聞について、男子で最も多かっ

た回答は、「使っていなし、J(63.2%)、次いで 13時間

未満J(30.5%)、13時間以上J(6.3%)であった。女

子で最も多かった回答は「使っていないJ(53.8%)、

次いで 13時間未満J(420%に 13時間以上J(42 

%)であった(図 2)。平日のパソコン利用時聞につい

て男女に有意差は見られなかった。

平日のゲーム機の利用時聞について、男子で最も多

かった回答は、「使っていなしリ (770%)、次いで 13

時間未満J(23.0%に 13時間以上J(0 %)であっ

た。女子で最も多かった回答は「使っていなし、J(95.1 

%)、次いで 13時間未満J(38 %)、 13時間以上」

(11 %)で、あった(図 3)。平日のゲーム機利用時聞に

ついて x2検定を行ーったところ、使っている割合が男子

が有意に高かった (P<0.05)。

平日のスマー トフォン利用時聞について、男子で最も

多かった回答は、 13時間以上J(68.6%)、次いで 13

時間未満J(22.6%)、「使っていないJ(8.8%)であっ

た。女子で最も多かった回答は 13時間以上J(73.9 

%)、次いで 13時間未満J(188%)、「使っていな

いJ(7.3%)であった(図 4)。平日のスマート フォン

利用時聞について男女に有意差は見られなかった。

平日の携帯電話利用時聞について、男子で、最も多かっ

た回答は、「使っていなし、J(87.5%に次いで 13時間

以上J(10.8%)、13時間未満J(1.7%)であった。女

子で最も多かった回答は「使っていないJ(78.8%)、

次いで 13時間以上J(14.6%)、13時間未満J(6.6 

%)であった(図 5)。平日の携帯電話利用時聞につい

て男女に有意差は見られなかった。

平日のタブレット利用時聞について、男子で最も多

かった回答は、「使っていなし、J(86.6%)、次いで 13

時間未満J(15.4%)、13時間以上J(0 %)であっ

た。女子で最も多かった回答は「使っていなしリ (89.6

%)、次いで 13時間未満J(9.0%)、13時間以上」

(1.4%)であった(図 6)。平日のタブレッ ト利用時聞

について男女に有意差は見られなかった。
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図2 平日のパソコン利用時間の割合
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図3 平日のゲーム機利用時間の割合
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図4 平日のスマー卜フォ ン利用時間の割合

332322開
0% 20% 40% 60% 80% 100010 

同使っていない

・3h未満

ii'< 3h以上

図5 平日の携帯電話利用時間の割合
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図6 平日のタブレッ 卜端末利用時間の割合

3)スマート フォンの利用時間帯

A大学生が最も利用しているスマー トフォンを利

用する時間帯は、男子で最も多かった回答は「就寝

前J (75.0%)であり、次いで「待ち合わせなどの空

き時間J(70.95%)、「移動中J(55.41 %)、「起床直

前J (250%)、「トイレの中J(250%)、「授業中」

(2095%)、「友達といるときJ(20.27%)、「食事中」
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%)、「情報収集J(43.17%)、「友達の近況を知る」

(26.62%)、「気楽に投稿やシェアするJC12.95%に

「他人の意見を知る」

C14.19%)、「入浴中J(878%)であった。

女子で最も多かった回答は、「就寝前J(86.33%) 

であり、次いで「待ち合わせなどの空き時間J(8273 「ス トレス解消J(10.07 %)、

「自分の気持ちを知ってもらう J(1.44 

%)、「友達を作るJ(0 %)で、あった(図 8)。

性別と利用目的の各項目をx2検定を行ったところ、

男女聞に有意差は見られなかった。

(360%)、「自宅でテレビを見なが

「起床直前J(40.29%に 「友達とい

るときJ(29.50%)、「授業中J(19.42 %)、「トイレ

の中J(18.71%に「食事中J(10.07%)、「入浴中」

「移動中J(66.19%)、

らJ(60.43%)、

%)、

(10.07%)であった(図7)。

性別と利用時間帯の各項目を X2検定を行ったとこ

ろ、女子が「就寝前J(Pく0.05)、「テレビを見なが

らJ(P<0.05)、「空き時間J(P<0.05)、「起床直前」

(P<O.Ol)において有意に多かった (表 2)。

(2)インターネットの依存傾向

インターネッ トの依存傾向は、男子で、最も多かったの

は「インターネッ ト依存傾向は低いJ(66.89%)であ

り、次いで「中程度J(33.11 %)であり、「インターネ

ット依存傾向が高いJ(0 %)ものはいなかった。女子

で、最も多かったのは「インターネッ ト依存度が中程度」

(49.64%)であり、次いで「インターネッ ト依存傾向

は低いJ(4892%)であり、 「インターネット依存傾

向が高いJ(l.44%)であった(図 9)。

性別比較の平均点においては、男子の平均点は、

36.82点であり、女子は40.99点であり、点数で比較す

ると女子が有意に高い結果となった (Pく0.001)。

スマー卜フォンの利用状況率の男女比較

女子 自由度 χ 値
合

86.3% 5.1606 0.023 
会

60.4% 3.9916 0.045 

82.7% 4.9266 0.026 

66.1拍 3.0535 0.080 
合合

40.2帖 6.9662 0.008 

lO.O% 0.7828 0.376 

18.7同 1 . 3108 0.252 

10.0% 0.0293 0.864 

29.5% 2.8003 0.094 

19.4同 0.0302 0.862 

表2
男子
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4)スマー トフォンを利用する目的

スマートフォンを利用する目的は、男子で最も多かっ

た回答は 「暇つぶしJ(82.43%)であり、次いで [コ

ミュニケーションをとる] (60.81 %)、「情報収集」

(47.30%)、「友達の近況を知るJ(21.62%)、「ス ト

レス解消J(11.49%に 「気楽に投稿やシェアする」

(11.49%)、「他人の意見そ知るJ(4.05 %)、「友達

を作るJ(3.38%)、「自分の気持ちを知ってもらう」

(1.35%)であった。

女子で最も多かった回答は「暇つぶしJ(8058%) 

[コミュニケーションをとる](66.91 インターネッ 卜依存傾向の割合図9
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5 考察

A大学生の情報通信機器の利用率は、男女ともにスマ

ートフォンの利用(男子98.90%、女子90.70%)が最

も高い結果となったが、この結果は、マイナビが2017

年に大学卒業者に調査した結果 2)(98.8%) とほぼ、同様

であった。大学生のスマー トフォン利用率の高いこと

が、インターネット依存傾向に繋がることは予測できる

が、本研究においては、利用率は男子が高く、依存傾向

は女子が高いという矛盾する結果となっていた。

又、 A大学生の利用する情報通信機器において、ゲー

ム機の利用についてのみ男子が有意に高い結果となった

が、この事は、平日の情報通信機器利用時聞についても

同じ傾向であり、ゲーム機のみ男子に有意に利用時間

が長い結果となっている。又、 2016年に湯本が報告し

た、中学生の情報通信機器利用状況や平日の利用時聞に

ついても男子がゲーム機の利用が高い結果となり、 A大

学生と同じ傾向であった7)。

インターネット依存傾向については、男子の平均点

は36.82点と依存傾向はぎりぎり 「低」であったが、女

子は40.99点であり、依存傾向 「中」という結果であっ

た。文、女子に l人ではあるが依存傾向が 「高」 であっ

た。インターネット依存傾向の平均点は、女子が有意に

依存度が高い結果となった。岡安は、インターネット依

存のリスク要因として、現実社会での対人関係において

満足感を得られていない人ほど、その代替となる対人関

係をインターネット上に求め、インターネット依存に陥

るのではないかと仮定し調査した結果、社会的不適応や

孤独感がインターネッ ト依存の重要なリスク要因である

のではないかと報告している 8)。

石川 (2006年)9)や鶴田他 (2014年)10)らは、女性

が男性よりもインターネットや携帯電話に対する依存傾

向が高い傾向にあり、女性は男性よりも 「つながる安心

感(他者とつながりを保つことで、安心すること)Jを求

める傾向があり、それがインターネット・コミュニケー

ションの長時間利用や依存に影響することを報告してい

る。

6 まとめ

本研究において、 A大学生の情報通信機器利用状況や

インターネット依存傾向について男女比較結果が明らか

となり、特にスマートフォンの利用が男女共に高率であ

り、インターネット依存傾向については、高度の者は少

ないが、中程度の者は女子で約 5害IJ、男子で約 3害Ijお
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り、女子が有意に高い結果となった。

岡安は、現実社会での対人関係において満足感を得ら

れていない人ほど、その代替えとなる対人関係をインタ

ーネット上に求めることにより、インターネット依存に

陥るリスクが高められるのではないかと仮定している

10)が、今後は、インターネット依存と生活面や「うつ

傾向」などの精神的な健康度との関連について研究を進

める乙とにより、インターネット依存傾向が男子より女

子に高い要因についても探っていきたい。
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In July 2017， a survey was ci二 conductedon 287 health and sports oriented university 

students; 148 male and 139 female， this helped delineate possible male/female differences 

in internet/communication equipment addictions. 

While smartphone usage was comparable between males and females， games machine 

usage was significantly higher in males. 

Period of time using smartphone is before bed， just after waking， while watching TV was 

slgm五cantlyhigher in females. 

Regarding addiction of interest services， we have results that males average is 36.82 points 

and females average is 40.99， and female is significantly higher than male. 

No difference of utilization purpose between males and females. 

KEY WORDS : university student， information and communication instrument use， 

Internet-dependent 
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